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編

集

後

記

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
は
二
〇
一
七
年
、
開
設
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

た
。
本
誌
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
「
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
設
置
一
〇

〇
年
」
と
題
す
る
特
集
を
組
ん
だ
。
一
橋
大
学
の
友
部
謙
一
氏
か
ら
は

「
近
世
・
近
代
日
本
の
花
柳
病
（
梅
毒
）・
死
流
産
・
出
生
力
の
因
果
関

係
を
め
ぐ
っ
て
―
慶
應
義
塾
、
そ
の
可
能
性
の
中
心
に
―
」、
北
里
研

究
所
北
里
柴
三
郎
記
念
室
の
森
孝
之
氏
か
ら
は
「
北
里
柴
三
郎
を
支
え

た
福
沢
諭
吉
」、
同
じ
く
北
里
柴
三
郎
記
念
室
の
大
久
保
美
穂
子
氏
か

ら
は
「
北
里
柴
三
郎
記
念
館
の
開
館
」、
慶
應
義
塾
大
学
の
鈴
木
晃
仁

氏
か
ら
は
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
精
神
医
療
の
歴
史
研
究
」、
と
題
す

る
意
欲
的
な
論
考
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
・
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
近
代
と
ア
メ
リ
カ
留
学
」
の
講
演
録
と
し

て
、Fernanda

Perrone

氏
の
ご
講
演
、
高
木
不
二
氏
、
容
應
萸
氏
、

崔
徳
寿
氏
の
ご
報
告
を
収
録
し
た
。
ご
参
照
さ
れ
た
い
。

一
般
公
募
論
文
は
、
論
説
三
本
、
研
究
ノ
ー
ト
二
本
が
査
読
の
結
果
、

掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
、
近
代
日
本

の
諸
相
を
探
る
も
の
と
な
っ
た
。
資
料
紹
介
と
し
て
、
韮
山
県
か
ら
慶

應
義
塾
へ
の
派
遣
留
学
生
に
つ
い
て
の
資
料
と
、
高
橋
誠
一
郎
文
部
行

政
関
係
資
料
、
ま
た
例
年
通
り
、
福
沢
諭
吉
関
係
の
新
資
料
紹
介
、
お

よ
び
明
治
期
慶
應
義
塾
へ
の
朝
鮮
留
学
生
に
関
す
る
資
料
を
収
め
た
。

本
誌
は
、
近
代
日
本
研
究
を
め
ぐ
る
知
的
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
今

後
も
慶
應
義
塾
内
外
に
開
か
れ
た
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
次
号
は

二
〇
一
九
年
二
月
刊
行
予
定
で
あ
る
。
多
数
の
意
欲
的
な
論
考
の
投
稿

を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。


